









形 容 詞 と して のabout
甲 斐 雅 之
0.本 小論 では、生成 文法論 の観点 か らaboutto一不定 詞 の振 る舞 いを観
察 しなが ら、aboutがどの品詞(あ るいは範 疇)に 分 類 され るか につ い て
論 じてみた い。
1.ま ず、 当該aboutの品詞 にっいて、 その定義 と共 に主 要 な辞書 の扱 い
を見 てお きたい。
(1)
辞 書 品 詞 定 義
OED 副 詞 onthepointof,going
COD' 副詞.前置詞 occupiedwith
RHDz 前 置 詞 onthevergeorpointof
WEBs 前 置 詞 onthepointorvergeof
五ヱ)CEZ 形 容 詞 tobejustreadyto;goingto
(1)の表 か らもわか る通 り、aboutto一不定詞におけ るaboutの品詞 の扱
いは様 々で ある。 この問題 に関 して は、 伝統 文法家の間で も揺 れている。例
え ば、Jespersen(1933)は前置詞、Curme(1931)は副詞、 そ して、Onions
(19295)は形容詞相当語(adjectivalequivalent)として いる。 た だ し、 大
半の辞書 は当該aboutを前置詞だ としている。 これ は恐 らく、 多 くの辞書
編纂者や文法家が、歴 史的観点 か ら現代英語 においてaboutが例 外 的 にto
不定詞補文(infinitivalcomplement)を取 る前置詞 だ と考 えて い るか らで













上例 は1230年の もので あ るが、 当 時 のforto一不 定 詞 は現 代 英 語 のin
orderto一不定詞にあた るもので ある。 ただ し、beaboutforto一不 定 詞 の
形で成句 と して使われ たいたとはいえ、to一不定詞 の意味 の違 いか ら、 現代
英語 の ものとは構造が異 な って いると思 われ る。
さて、aboutの品詞 であるが、学校文法で は主格補語 の位 置には、形容詞
以外 のoffやupと い った副詞 も生 じる とされて い るので、 この段 階 で は
aboutが前置詞 でない と言 えて も、少 な くとも学校文 法の立場 か ら.は、 副詞
とも形容詞 とも決 めが たい。1)
(4)a.1'mafraidtheparty'soff.
b.Inflationisupby2%.一以 上,LD(,Ez
2.次 にaboutが副詞 であ るとい う説 に関 して、2っ の考 え方 があ る よ う
に思 われ る。 まず、前 節で述べ たよ うに、副詞 が主格補語 になれ るとす る立
場か ら、aboutを副詞 とす る考え方 と、 そ して、aboutがalmostのよ うな
近似詞(approximator)であるとす る考え方 であ る。ー こ こで は、主 に、 後
者 の立場 につ いて考え てみ ることにす る。
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Sadock(1981)は(5)に見 られ るような近似詞 のaboutは、aboutto一不











ちなみ に、 こうい った近似詞の一種 であ るnearlyをZagona(1988)は、
動詞句(verbphrase)の指定部(specifier)に生 じる としている。 す る と、
似 たような分布 を示すaboutやalmostも動詞句 の指定部 に生 じると考 え ら
れる。ただ し、Zagonaは動詞 句にのみ関心 を寄せて いるので、他 の範 疇の
直前 に生 じる近似詞 の ことは述 べていない。 しか し、 語 彙 によ って差 はあ
るが、近似詞 が何 らか の範 疇の直前 に生 じることは確かであ る。そ こで、近
似詞の生起環境 は(7)のよ うであ ると仮定 したい。
(7)[AP[Spec近似 詞]X' ・.・]
(7)のスキーマに従 うと、(6b)のaboutの現れ る位置 は(8)のよ うになる。
(8)Thecocoais匚AP[specabout]gone]
次 に、aboutto一不定詞 の分析 に入 る。aboutを近似詞 と考 え る立場で は、
恐 らく、beto一不定詞構文 の間 にaboutが割 りこんで い る と仮 定 す る はず
である(Cf.Hornby(19752))。その証拠 と して、 近似 詞 と同 じ環 境 に生
じるonlyのような排 除詞(exlusive)がbeとto一不定詞 との間に来 る こと




ただ し、to一不定詞 を含む節の場合、toとaboutやonlyとの相 対 的位 置
関係が問題 にな って くる。なぜな らば、一般 にbeは 動 詞句 内 に生成 され、
INFLへ繰 り上が り、一方、本動詞 は動詞句内 に留 まると考え られ てい るか
らで ある。beto一不定詞 がNapoli(1989)の示 して いるように(10)、beが
不定詞補文 を取 ってい ると仮定す ると、2)aboutは主節 の動詞句指定 部 に あ
ると考 え られ る(11)。
(10) Mary is [PRO to leave by  5  ] . 
(11) He  [1' [ was  i  [vp [about]  Ey'  [t  i] [ PRO to leave] .
しか し、 そ うす ると、seemのようなINFLへ 繰 り上 が らない動詞 の場合 、
語順の説明がっ かな くなる。
(12) a. He seemed about to leap at Kate.
とい うことは、(13)に示 すよ うに、aboutは主節 というよりは、 む しろ補文
内部 に 生 成 さ れ る と考 え られ る。 た だ し、 こ の 場 合 で も 、toと
aboutの語II頂が 問題 に な るが、Pollock(1989)の言 う よ う にtoが
INFLに生成 され、 接辞 移動(affixmovement)によ って動 詞句 に付 加
(adjoin)すると仮定す る ことによ り・問題 はな くな る。3)
(13)  NP;  seems  Cup  t ' t  C  ITE,  [Spec  about]  Cy'  Cy  to  i +  V]  .  .  .1  ]
従 って、(14)の補文 の構造 もaboutが、onlyに変わ るだ けで、(13)と同 じ
にな ると考 え られ る(Cf.(9))。
(14) but their bold, expressionistic style seemed only to echo the 
    famous "eccentrics" of the 17th and 18th centuries, whose 
     paintings look strikingly modern.  —Reader's Digest.
3.そ れで は、LD(,Ezのaboutが形容 詞で あ る とい う根拠 は 何 で あろ
うか。恐 らく、Quirketal.(1985)の挙げ る形容詞 の基 準 に よ る もので は
甲斐 雅之 5
ないかと思 われ る。 その基準 とは(a)限定用 法の有無、(b)seemの後で叙述
用法 で使 え るかど うか、(c)veryで修飾 で きるか どうか、(d)比較級 にで き
るかど うか の4っ である。 これ らの基準 に基 づいて(15)のよ うに形容詞 と副
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上 の表か ら分 かる通 り、少な くとも(a)か(b)のどち らかが可能 で あれ ば、
形容詞 に分類 されるということであ る。 そ こで、 当該aboutは(12)の用例
で 見 た よ う にseemの 後 に生 じ る こ とか ら、asleepと同 じ周 辺 的
(peripheral)形容詞 に分類す ることがで きるこ とにな る。 しか し、(12)に
おいて、aboutが不定詞補文内部 の動詞句指定部 に生成 される近似詞 だ とす
れば、seemの後 に来 るaboutを形容詞 と考 え る根拠 にはな らな くなる。
4.こ こまで、aboutの品詞(あ るいは範疇)の 決 め方 につ いて、それぞれ
の立場の根 拠 にっ いて見て きた。本節で は、LD(,EsJの立場 を支持す る別 の
根拠を挙 げ、aboutが形容詞 である ことを証 明 してみた い。
2節で は、(12)のよ うにseemに続 くaboutを補文内 に生 じる副詞 と して
分析で きると したが、 それでは類義 のlookの後 にaboutが、用い られてい




ちなみ に、 この例文 は第2次 世 界大戦 中に 日本 で建造 され た航空母艦 「信瀏
(=She)が、転覆 しよう としている状況 を、 潜 望鏡 か ら目撃 した米 軍 の潜
水艦乗組員が表現 した もので ある。
こ こで 連結 動 詞(copula)100kの特 性 につ いて 見 て み たい。 まず 、







連 結動 詞 のlookは、主 語 とlookの後 に来 る補語 との意 味関 係(them-
aticrelation)の点 で、seemと同 じ繰 り上 げ述語で ある と考 え られ る。 っ
まりlookは、(17a-b)の場合、小節(smallclause)を、(17c)の場合 、 不
定詞節をそれぞれ補部 と して取 ってい ることになる。
(18)a.NPilook[sctiAP/NP].
b.NPilook[IptitobeAP/NPコ.
さて、(16)に戻 ると、lookの後のaboutは3節 で述 べたよ うな不定 詞補
文 内に生 じる副詞で ある といえるだろ うか、 も し、そ うだ とす れ ば、about
は随意 的な要素 であるか ら、 それが な くて も容認 され るはずで あるが、 実際
は容認 されない。 この点 で、lookはseemよりも不定 詞補 文 の選択 に関 し
て制約 が大 きい といえる。
(19)*Shelookedtocapsize.
従 って、aboutは単 に補 文 内 に生 じる副詞 と は考 え られ な い。 さ ら に、
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soundのよ うにto一不定 詞補 文 を取 らな い連 結動 詞 の後 に も、aboutto一
不定詞 が来 るということは、aboutが連結動詞 の小節補文 内にあ る形容詞 だ
と考 えたほ うが よい。
(20) "Do you wish me to get your number, sir ?" 
    She sounded about to unplug him. 
    "279-8009," Jimmy said quickly. 
                — W. Richert, Jimmy Readon.
そ して、aboutが1節で触 れた補語 と して働 く副詞だ とした ら、(21)のよ
うに、非項(non-argument)のthereがabouttoの主 語位 置 に現 れ た場
合、beの後 に来 る主語 は補語 の副詞を修飾 す る副詞 的不 定詞 の 中 に現 れ る
と言わなければな らぢ くなる。aboutもbound同様、(22)のよ うな構造 か
ら派生 した繰 り上 げ述 語 で ある ことか ら(Cf.Postal(1974);Radf◎rd
(1988))、学校文法的 に単 に連結動詞 の補語 と して機能 す る副詞 と考 え るよ
り、形容詞 と考 え る方 が 自然であ る。
(21) a. There is about to be a fight in the kitchen. 
    b. There is bound to be a riot in Dacca. —  tk_h, Postal  (1974). 
(22) a. [ [ e ] is  [  about [there to be a fight in the kitchen] ] ] . 
    b. [ [ e  ] is  [  bound [there to be  a  riot  in Dacca] ]  ]  .
5.石 橋(編)(1966)ではあま り議論 もされずに、aboutが、形容詞で ある
という説 が 却下 され ていた。 本 小論 では、生成文法理 論 の分析法を用いて、
aboutの品詞(あ るい は範疇)が 何 であ るか とい う問題 に対 して、aboutは





2)Napoliはbeto一不 定 詞 を叙 述 関 係(predication)にっ い て 述 べ るの に 用 い
た だ け で、 特 にbeto一不 定 詞 に つ い て分 析 した わ け で は な い 。beto一 不 定 詞
の別 の分 析 に 関 して はSawada(1985)を参 照。
3)実 際、PollockはVPに 付 加 す る と は言 って い るが 、(13)に示 す よ う にtoが
Vに 付 加 す る と は 言 って いな い。 しか し、(9)や(14)にお け るonlyと の 相 対
的位 置 関係 か ら して も、Vに 付 加 す る と考 え るべ きで はな い だ ろ うか。
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